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ヴイヴァラナ派におけるm豆y豆,aVidy豆,再鮨na

一実在の三階層との関連から-

加藤 隆宏

Ⅰ.はじめに

ヴェーダーンタ学派の不二一元論派では,ブラフマンのみが唯一の実在であり,それ以

外の多様な世界は虚妄な現れであるとされ,その世界のどこかに何らかの誤りがあること

に気づくことによって,ブラフマン=アートマンという本来の姿に返ることができるとす

る.ブラフマン=アートマンという知をもってそのような虚妄な世界を脱するために,ま

ず我々は現実に眼の前にある世界がどこから現れたものか,またこれらの世界は何を原因

としてどのように構成されているのかを見極めなければならない･例えば,不二一元論派

の入門書として位置付けられているP血αゐji(=PD,1350頃1)は,ブラフマン以外の世

界を主宰神と個我とによって創られたものとし,その多元な世界を考察する章

(Dvaitavivekaprakarapa)の冒頭において,この主宰神と個我とによって創られた多元的な

世界をよく考察することで,我々が捨て去るべき障碍を明らかにしようと述べている2･

pDによれば,唯一なるブラフマン以外の虚妄な世界は主宰神と個我とによってもたらさ

れ,主宰札個我という別異をもたらす素となっているのがm瓦y豆とavidy豆とであるとい

ぅ.これらm豆y豆とavidy豆には,それぞれ真実を覆い隠したり,非真実なるものを現し出

す力がそなわっており,これらを原因として誤って現れ出たものが我々によって捨てられ

れば,そこには真実なるブラフマンのみが残るという･PDは血豆yaとavidy豆とを別立てし,

ブラフマン,may克と結びついたブラフマン,aVidy豆と結びついたブラフマンという三種

のあり方を明確に区別しており,このことから同書においては,個我によって捨て去られ

るべき虚妄な世界が階層的に捉えられていることが確認できる3･

本稿では,以上述べたようにブラフマン以外の虚妄な世界を考察し,よく見極めること

によってブラフマン=アートマンという真実に近づこうとする不二一元論派のうち,PD

とほぼ同時代に属し,PDの作者と同じ人物の手によるものとも言われる

伽r〟岬rβ叩α∫叩gr〟力〟(=ⅦS,1350頃)を足がかりとして4,不二一元論派においてパ

ーマティー派と並んで大きな勢力を誇ったとされるヴイヴァラナ派5の祖Prak摘tmanの

劫払画捕鯨血肌叩(=P叩1200頃)が,ブラフマンと世界との関係をどのように捉え,

ブラフマン以外の捨てられるべき虚妄な世界をいかに想定するかを見ていくことにする･

その際に注目するのは虚妄な世界をもたらすゎ臨na,血y豆,aVidy克という原理である･こ

れらは,真実であり唯一であるブラフマンと虚妄で多様な世界とがどうして両立しうるの

かという難題に対する一応の解答であり,シャンカラを始めとする不二一元論派は,

m豆y豆あるいはavidy豆などといった原理によって,不二一元という原則から逸脱せずに一
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と多とを両立しうると考えている･このような原理として登場するのが所動m豆y豆,

avidy豆などで,これらのうちのどれを好んで用いるか,これらを同一と見なすか否かなど,

原理の扱い方は同じ不二一元論派であっても時化学匠ごとに一様ではない.またこの問

題を扱う諸研究においてその見解に一致を見ないこともある`.そこで,特にこれらが同

一か否かという点に注目しつつ本論考を進めていきたい.

ⅠⅠ.実在の階層

Hacker[1952]は,不二一元論派において実在という際には,そこに或る階層が認めら

れるとして,この実在の階層を以下のように三つの系列(Reib｡)に分類している7.

1:Satya-aSatya(二層)

2‥Sat-aSat-SadasatTanirvaCaniya--ザa丘camaprak豆ra(五層)

3:paramarthasat一斗y豆vah豆rikasat---1汀atibh豆sikasat(三層)

これら三つの系列に共通するのは,ブラフマンという唯一で真実なる実在に対応する階

層とそれ以外の階層で構成されている点である･実在に二層を考える系列1の場合,Satya

という階層は最高実在ブラフマンに対応し,aSatyaという階層は,ブラフマン以外のもの

に対応する･Hacker[1952]によればここでいうsatとsatyaとは同じ内容を示すが,aSat

とasatyaとは明確に区別される･aSatが単に存在しないものに対応している一方で,aSatya

とは実在はするが真実なるものとしては実在しないもの,あるいは誤って現れ出ているも

のに対応するという8･系列2と3ではそれぞれsat,param如也asatがブラフマンに対応し,

その他の層によってブラフマン以外の虚妄な世界が様々に階層づけられる.Ha｡ker

[1952]はこの三系列を紹介し,これらのうち特に1?taSiddhi(Vimuktatman,10c傾)にお

ける系列2の分析を試みている.

本論では特にsatya-aSatyaという二層の実在からなる系列1と実在にparamarthasat-

Vy豆vaharikasat---1)ratibh豆sikasatという三層を設ける系列3との関係に注目する.3は1にお

けるasatyaという階層にさらに二層を想定するものであるというHacke,[1952]の指摘9を

参考にすれば,1と3との違いはブラフマン以外の虚妄な世界に二つの層を認めるか否か,

さらに言えば,虚妄な世界に二つの層をもたらすような原理を認めるか否かにあると考え

られる一先にも挙げたPDを再び例に取れば,同書では虚妄なる世界において二つの階層

をもたらす血豆y豆とavidy豆という原因が明確に区別されていることから,実在に三層ある

いは,それ以上の層を想定していることが予想される.以上をふまえてPPVやVPSによ

って代表されるヴイヴァラナ派が実在に何層を認めるのか,またその層をもたらす原因と

なるm豆y豆,aVidy豆,所豆naなどについてどのように考えるかを見てみることにする.

ⅠⅠⅠ.実在の三層

これについてぅまずヴイヴァラナ派を確立したと言われるPPVの記述を見てみること
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にしよう.同書には実在に三層を認める次のような記述がある▲･

ppv:実在性は三種である.ブラフマンには究極的な実在性があり,虚空などには

m豆yaを制約とし,有効な作用の可能性をもつ実在性があり,銀などにはavidy豆を制

約とする実在性があるIn.

ppvにおいてはvy豆Vaharikasat,Pr豆tibhasika$atという術語は用いられず･m豆yaとavidya

という制約の差違によって三層が得られ,それぞれの層にはブラフマン,虚空など,銀な

どといった対応が挙げられている.

このPPVに従うVPSも同様に,実在に三つの層を想定する･

vps:それならば,三種の実在性があってもよい.ブラフマンには究極的な実在性

(p豆ramarthikarpsattvam),虚空などにはmay豆を制約(upadhi)とする日常的な実在

性(vyavaharikarpsattvam),貝殻における銀などにはavidy豆を制約とする擬似的な実

在性(pratibhasikarpsattvam)がある･これらのうち究極的な実在性以外の二つの実在

性[日常的な実在性と擬似的な実在性]が虚妄であるということは矛盾ではない11･

ppv,VPSはまず,究極的な実在性をもつものとそれ以外という二層を想定し,さらに

先に見た系列1におけるasatyaに相当する階層において日常的な実在性を有するものと擬

似的な実在性を有するものとの二層を認め,あわせて三層の実在を想定する12･

param豆rthasattva
ブラフマン

m豆yopadhika-arthakriyas豆marthyasattva 虚空など

avidyopadhikasattva
銀など

WS13

paramarthika-SattVa
ブラフマン

mayopadhika-VyaVah豆rika-SattVa
虚空など

avidyopadhika-Pr豆tibh豆Sika-SattVa 銀など

ヨト層

≡十三層14

このように究極的な実在性をもつブラフマン以外のものに二層を認め実在に三層を想定

すると言うことは,すなわちこの二層をもたらす何らかの原理を認めていると考えてよい

だろう.この場合,その原理とは,｢m豆yaを制約とする｣｢aVidy豆を制約とする｣という

言葉によって示されるように,本来純粋なるブラフマンにとっての制約となる鵬y豆と

avidyaとである･PPVとVPSの場合,may豆とavidy豆という二つの異なる原理を前提に,

三層からなる世界を想定しているということになる15.

しかしヴイヴァラナ派では,m豆y豆とavidy豆とを区別しないという伝統が守られており16,

ヴイヴァラナ派として位置付けられるPP,PPV,またその綱要書として位置付けられる
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VPSにおいてもこの二つの原理は区別されないはずである･実際にPPにはm豆y豆とavidy豆

などを同義語とする一節を見いだすこともできる.ここでこの二層の別異をもたらすもの

がm豆y瓦という制約であり,あるいはavidy豆という制約であると語るのLならば,PPV,VPS

はm豆y豆とavidy豆とを区別していることになる.そこでPPV,VPSは続く前主張者の問い

とそれに対する答えという形式で次のように述べている.

PPV:あるものたちは述べる･(問い)それゆえ,[銀は]avidy豆からなるものであ

ると述べられるべきで,m豆y豆からなるものであると述べられるべきはない.諸々の

誤った知は,真実の知によって否定されるものであるので,aVidy豆を本体とするもの

であるから･またmay豆とavidy豆とは異なるものであるから･例えば,may豆は自らの

拠り所を惑わせることなく,行為者の欲求に従うものであるであるが,aVidy豆はそう

ではない･また,m豆yaとavidy豆とが異なることは,世間的によく知られている.実

際,m豆y豆によって創り出された象や馬や戦車などに対してavidy豆という語が用いら

れることはない17.

WS‥(問い)真実の知によって除かれるものであるから,銀はavidy豆からなるもの

であって,m豆y豆からなるものではない･また,m豆y豆はavidy豆ではない.定義と慣用

とによって,その両者の別異を理解するから･拠り所を惑わせることなく,行為者の

欲求に従うものがm豆y豆である･そして,その逆がavidy豆である.世間において,

m豆y豆によって創り出された象や馬や戦車などに対しては鵬yaという語こそが[用い

られ],aVidy豆一という語は[用いられ]ないことがよく知られている18.

前主張者は,両者に別異を認める定義と慣用とを根拠に血豆y克とavid沖とは別であると

主張する･それに対してPPV,VPSは,m豆y豆とavidy豆の両者には,言い表され得ないも

の(amirvaCaniya)であり･,真実の現れを妨げるものであること(tattv豆vabh豆sapratibandha)

と非真実の現れであること(viparyay豆Vabh豆sa)という定義が等しく当てはまることを理由

に,両者に区別が無いことを述べる19･さらにm豆y豆はその拠り所を惑わせることなく,

avidy豆はその拠り所を惑わせるという性質の差違にもとづいて両者は異なると述べる前主

張者に対して,行為者の欲求に従わないm豆y豆と拠り所を惑わせることのないavidy豆とを

例にその主張を否定する20･m豆y豆とavidy豆とを区別しないということは,PPVとVPSが,

先に見られた系列3のように三層を想定するのではなく,系列1のように二層を想定すれ

ば足りるとする立場にあることを意味する(下図左).一方で三種の実在性を述べておき

ながら,他方でブラフマン以外の実在において複数の階層やあるいはそれらの階層をもた

らす原理を認めないという相容れない二つの主張が抱える困難をPPV,ⅦSはそれぞれ次

のように述べて解消する.

PPV:それゆえ,定義は同一であるから,また年長者の用法においても[両者が]同

一であることが理解されるから,ある一つのものに対して展現を主とするものとして

m豆y豆,覆蔽を主とするものとしてavidy豆というように慣用表現される.あるいは,
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欲求に従う従わないという点で慣用が異なる.ということで[銀は]鵬y豆からなるも

のであるというのは正しい21.

vps:以上の聖典において,may克とavidyaと同一であることがまさしく始めから明

示されている.一方,世間的な慣用[ではm豆y豆とavidy豆とが区別されているという

事態]は,同一のものに対して制約が異なるという理由により,説明がつく･多様な

ものを生み出すものであるという側面によって,あるいは欲求に従うものであるとい

う側面によって,血豆y豆という慣用表現がある･覆い隠すものであるという側面によ

って,あるいは[行為者の欲求と離れて]自立的であるという側面によって,aVidy豆
という表現がある.それゆえ,銀は鵬y豆からなるものである22･

先に定義･慣用の点からm豆y克とavidy豆とが同一であると答え,さらに両者を同一であ

るとする聖典を紹介した後に,世間における慣用という視点から両者に別異を見ることが

可能であるとする(下図右).特に慣用的な観点からPPVとVPSが認める両者の別異は,

m豆y豆が多様なものを創り出すものであり行為者の欲求に従うものであるのに対し,aVidy豆

が覆い隠すものであり行為者の欲求に従わないというという性質の違いにもとづくもので

ある.このように,may克とavidy豆とが同一であったり別異であったりするのは,視点の

違いによるものであると両書は説明する.

実在に三層を認める場合,m豆y豆とavidy克という制約がブラフマン以外の二層という別

異をもたらすものであると考えられるが,実在に二層のみを認める場合,すなわち実在に

関してブラフマンとそれ以外の一層を想定する場合,ⅦSはその二層をもたらすものを付

託と毎嵐naという理論に求めている･

究極的な視点

二層

ブラフマン

ブラフマン以外のもの 三層

慣用的な視点

ブラフマン

m豆y豆という語が適用されるもの

avidy豆という語が適用されるもの

ⅠV asatyaと再臨na

先に見たHa｡ker[1952]に紹介される系列1では,実在にsatya-aSatyaという二層が想

定される.慣用的な視点からは実在に三層を認めるが,究極的な視点からは正広y豆と

avidyaとを区別せず,実在に二層のみを認めるPPV,VPSにおいては,may豆でもなく

avidyaでもないajaanaなる原理が他方で用いられる･この如丘豆naを原因とする付託

(a曲y豆Sa)によってもたらされたものが,まさしくそのasatyaに対応する階層を構成する

という.そこで西独aによる付託と実在の二層との関連を見てみよう･以下は,PPV,

VPSが付託とその原因である如施naについて述べる箇所である･
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PPV:(間)どうして,この虚妄なる癖豆皿aが付託の質量因となるのか.(答)それ

[如丘豆na]がある時には付託は生じ,それがない時には[付託]は生じないから23.

VPS:またその付託は,始まりをもたず言い表され得ず存在というあり方

(bb豆va頭pa)をもつ如施皿を質量因とす卑.それ[癖m]がある時に付託は生じ,

それがない時には[付託は]生じないから24.

ここでPPV,VPSが付託の質量因として述べる如丘豆mは始まりをもたず言い表され得な

いものであり,何らかの積極的なあり方方をもつものであると定義される.PPVは,直接

机推理などを根拠に認識と共通の拠り所をもつ如丘豆naが積極的なあり方をもつことが説

明される.

a殖ぇnaが意味するところは,j舶naが無いこと,すなわち認識が欠如している状態では

なく,あるものをそれではないものとして認識するということに他ならない加.先に見た

Hacker[1952]が,実在はするが真実としては実在しないものにasatyaという階層を対応

させているのと同じように,ヴイヴァラナ派において積極的なあり方をもつと定義された

8殖ぇ皿aによってもたらされたものにはasatyaという階層がよく対応する.

以下に示した構図から,ヴイヴァラナ派はまず,ブラフマンと頓豆naによってもたらさ

れるものという二層を認め,画豆naによるものにさらに二層を想定して実在を三層とす

る･その場合にはmay豆とavidy豆という原理が専ら用いられていることを考えれば,VPS

が,実在を二層とする場合には頑iana,実在を三層とする場合にはm豆y豆とavidy豆という

ように用いる原理を使い分ける場合があったと考えることができる.

究極的な視点

P豆ramarthika-SattVa

慣用的な視点

asatya………‥完仁
豆Vahむika-SattVa(m豆y豆による)

tibhasika-SattVa(avidy豆による)

このようにasatyaという階層をもたらす如施naという原理によってブラフマン以外のも

のを想定することが可能であるとするならば,実在は二層から構成されているということ

になる･先に見た実在の三層のように日常的な実在と擬似的な実在という二層やそれをも

たらすm豆y豆とavidy豆との別異があってもよいとPPV,VPSにおいて認められてはいるが,

この癖豆naという原理を想定するだけでブラフマン以外の非真実なる世界を説明すること

ができる･さらに,PPV,VPSはajAanaによってもたらされる展現(vik!ePa)と覆蔽

(豆vara中a)という側面を認めており,この二側面がm豆y豆とavidy豆に対応している可能性

がある.
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VPS:以上から,積極的なあり方をもつ和泊naは,非アートマンを覆い隠さず,そこ

において展現のみを生じさせる.他方,アートマンを覆い隠し,そこにおいて｢私は

これである｣｢これは私のもの｣といった言語表現に適合する付託を生じさせる27･

以上によれば,始まりをもたず言い表され得ない卸施naがブラフマンを覆蔽し,ブラフ

マン以外のものにおいては展現を生じさせるというはたらきによって,世界の多様性をも

たらしている.先に見られたm豆y豆とavidy豆とがもつ側面のうち,多様なものを生み出す

もの(vik?epa,Vir5pajanaka),覆い隠すもの(acchadana,aVarapa)という側面は,ajAana

の二側面によく対応する.すなわち如施naには,m豆y豆的由舶naとavidya的a鱒anaとがあ

ると考えられるだろう.それゆえ,PPV,WSが如ぬnaという原理を用いる場合には,

satya-aSatyaという二層を意図するのみならず,m豆y克とavidy豆によって得られるような二

層を区別し,Param豆rthasat-Vy豆Vaharikasat-pratibh豆sikasatという例によって示されるような

三層構造をも想定しうることを考慮に入れる必要があろう.

究極的な視点

ブラフマン

如施naによるもの･

慣用的な視点

ik早ePa,Vir5p毎anakaによるもの

cch豆dana,豆varapaによるもの

V まとめ

以上,実在性を二層とするか三層とするかという立場の相違を手がかりに,ヴイヴァラ

ナ派を代表するPVV,VPSが画論na,m瓦ya,aVidyaという原理をどのように扱っている

かを見てきた.まずPPV,VPSは実在性に三層を想定する.この際にはmay豆とavidy豆と

が別個の原理として扱われ,m豆y豆を制約とするか,aVidy豆を制約とするかによってブラ

フマン以外の世界にも二つの層を認めることができる.本考察の対象とはしなかったが,

vpsと著者を同じくすると考えられているPDを視野に入れた場合,m豆y豆とavidy克とをは

っきりと区別して用いるという点は両書の影響関係を補強しうる一根拠となろう･また,

一方でPPV,VPSは積極的なあり方をもつ如施naという原理を用いつつ,Hacker[1952]

によって示されたように実在性を二層からなるものと想定している.この如施naとm瓦y豆,

avi恒との関係がPPV,ⅦS中に明らかにされることはないが,如施mの二側面はすなわ

ち多様性を生み出す側面と真実を覆い隠す側面とは,血y諷とavidy豆によく対応し,両書

において如誠naについて説かれる際にも,m豆y瓦とavidy豆との別異を認めることによって

得られる三層が含意されている可能性が高いと思われる.このような実在性に関する二層
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もしくは三層という立場の違いを究極的,世間的という視点の違いから生じるものである

とするPPV,VPSは,このような視点の違いによって時には往匝豆naのみを認め,時には

m豆y豆的如翫naとavidy豆的由良豆naとに言及している場合があると考えられる.これについ

ては,両書におけるajAana,m豆yむ,aVidy豆という語の用法等のより一層の精査を待たねば

ならないが,aj鮎naという場合にはm豆y豆とavidy豆との両者を代表するものとして用いら

れるだけでなはなく,m瓦y豆あるいはavidy元のうちどちらか一方の機能をもったものとし

て用いられることがあることを特に注意すべきである.

実在を二層とするか三層とするかという捉え方の違いは,ブラフマン以外の虚妄な世界

をすべて個人の誤りとし,これらを各個人においてのみ完結するものとするのか,あるい

はブラフマンという究極の実在から見れば虚妄なものではあるが言語表現を可能にするも

のとしての実在を認め,各個人のみに完結しないものとするのかという立場の違いに起因

する･PPV,VPSがm豆y豆とavidy豆とにもとづく実在の三層に言及し,m豆y豆的鱒殖ぇnaと

avidy融的如丘豆naとを使い分ける際には,各個人のみに始終する世界とそうではない世界と

が区別されていると考えられよう.

〈略号及び使用テキスト〉

PD

PP

PPV

SDS

SLS

TP

VPS

Pahcada3iqfV?4yarawaMupi,W肋acommentarybyRalnakT7Pa,editedby

W豆sudevLaxmapShastriPapsikar,7thed･,NirnayasagarPress,Bonibay,1949･

PahchL甲adika qfPadmqpada,editedbyI玩ma貞豆striBhagavat豆Charya,

ⅥzianagramSanskritSeriesNo.3,Benares,1891.

BTuhmasat′Ⅵ一Sahkarabha汐am,WithninecoⅡⅡ胱nt~aries,1ゐ1･I-ⅡⅠ,editedby

ShriAnantKrishnaSastri,uajajivanPrachyaBharatiGranthamala75

(reprintedfromCalcuttaSanskritSeriesNo･1),ChawkhambaSanskrit

Pratishthan,Delhi,1995.

∫αrV〟血rjα朋∫α甲伊α如げ∫卸叩α-〟石`肋αVαedょねdw肋α〃∂rig玩αJ

COmmentarylnSanSkritbyThsudevShastriAbhyankar･Ed･byTGManikar,

rnlirdEdition,BhandarkarOrientalResearchInstitute,Poona,1978.

SiddhantaleiadAppqyadikFita,editedby馳血g豆dhara白兎StriManava11i,

ⅥzianagramSanskritSeriesNo.1,Benares,1890.

7bttwqpra(和ika(Chitsukhi)qfParamahamsaChiLsukhachalya,Withthe

Commentary Nqyanq,raSadini,edited by Pandit Kashinath Shastri,

ChaukhambaSanskritPratishthan,Delhi,1986.

ⅥvarapqpramりaS叩grahaqf(〟∂dhavacarya)Ⅵ4yara町a.Editedby

R豆ma貞豆StriThila血ga,(reprintedfromⅥzianagram Sanskrit Series No･7),

KishoreVidvaNiketan,ⅥlranaS室,199O.
ノ
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(注記)

1以下,作者･成立年代についてはすべてDas騨pta[1991]に従った.

2pDⅣ1:i貞varepaplJIVena
Sr?tarPdvaitaEPVivICyate/

Viveke satijivena heyo bandhab sphutibhavet〟

3pDに説かれる多元的世界については,Kato[2001]参照.

4vpsの作者は誰であるのかという問題については,PDの作者と同一か否かという問題

とも絡み合って諸説入り乱れ,確定は困難であると思われる.VPSに限定して主な説を挙

げれば,その作者をVidyarapya(=M豆dhavac豆rya)とする説(Dasgupta[1991]が採用),

Bharatitirthaとする説(Suryanarayana[1941]が採用),Bh豆ratitirtha-Vidyarapya(≠

M豆dhava-Vidyarapya)とする説(Mahadevan[1957]が採用)などがある.このなかでも特

にMahadevan[1957]は,VPSとPD,さらにシャンカラの作ともいわれるDTgd(如aviveka

をBharatitirtha-Vidy豆rapya(≠Madhava-Vidyarapya)の手によるものという前提で

Bh豆ratitirtha-Vidyarapyaの不二一元説の解明を行っている.しかし,幾つかの説,例えば

顕現説と映像説に関して(Mahadevan[1957],PP.225-6.),あるいは個我の拠り所に関

してなどVPSとPDとで見解を異にする場合が多く,両善が同一人物によるものであると

いう前提ははなはだ疑わしい.そこで本論では作者を特定せず,またVPSとPDとが同一

の人物の手によるということを前提とせずに論考を進める.

5sengupta[1959]などは,ヴイヴァラナ派についてPadmapadaのPajicqpadika(=PI1820

頃)に始まりそれに対する注PPVにより継承発展されたものと紹介する(Sengupta[1959],

pp.269-272.Cf.Dasgupta[1991]).このヴイヴァラナ派(Ⅵvarapaschool)という呼称が

いつ頃から用いられるようになったのかは定かではないが,`vivara申nusarin'なるもの

たちの説が紹介されている16c.頃成立のSLS(Cf.SLS,P.17;86)辺りに端を発するのでは

ないかと思われる.

6先行する研究を一部紹介すれば,Radhakrishnan[1999]な,どはm豆y豆とavidy豆の両者

が区別されるのは後代であるとしており(Radhakrishnan[1999],PP.589-599.),実際に

ここで例として挙げられた後代の書PDはm豆y豆とavidy豆とを別立てして論じている.ま

た,1ゐezhinathan[1994]は,PD のように両原理を別立てするものとしては

Praka!arthavivaraTla(Anubh5tiSvar5pa,1270頃)が挙げられ,Nrsiq7hottarat卸anb7a-【車ani?ad

などの影響が考えられるとは指摘している.(Ⅵezhinathan[1994],PP.76-79.)さらに,

金倉[1932],中村[1996]は,PDとの関連が深いとされる1々虎〝Jα∫∂r〟(1500頃)に見

られる無知(qj丘豆na)を分析し,これに全体(sama写ti)と個別(vya亭ti)という二種が認め

られていることを指摘する.(金倉[1932],PP.293-354;中村[1996],PP.300-303.)

以上の諸研究は比較的後代の文献に関するものであるが,これ以外に例えばシャンカラ

におけるこれらの術語の用法を分析するものも多数あり,諸見解に相違が見られる場合も
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ある･Radhakrishnan[1999]はm豆y豆とavidy豆とを別立てするのは比較的後代であるとし,

シャンカラにおいてはm豆y豆とavidy豆とが無区別に用いられているとする.Radhakrishnan

[1999]と同じくシャンカラはm豆y豆とavidy豆の両者を同一視していると主張するThiba｡t

[1904]に対して,Jacob[1925]はシャンカラはm豆y豆という語をavidy元の同義語として

用いることはないという結論に達している(Jacob[1925],p.Ⅴ.).金倉[1932]もまた

シャンカラにおいてすでにm豆y豆とavidy豆とが区別されうると分析している.シャンカラ

がm豆y豆という場合には主宰神に関連しており,雑多な現実界が個人の主観的幻想である

という場合にはm豆y豆という語を用いることはないという結論を導いている.(同乱pp.

225-286･)また,Hacker[1950]は,シャンカラにおいてm豆y豆あるいはavidyaが世界原因

として述べられる際にのみ両者は同一視されると分析する.(馳cker[1950],p.275.)

さらに別の例を挙げれば,Cammann[1965]はPPVに見られるavidy豆とわ鮎naという

術語に等しく`Nichtwissen'という訳語を充てて論じている.おそらく,Cammann

[1965]はavidy克と如丘ねaを同一と考えてこのような方法を採用したのであろうが,この

ような方法が以上見てきたような見解の相違を生み出した原因の一つであると考えられ

る.

筆者はavidy豆と和泊naとを必ずしも同一であるとは考えないので,これらの術語に対し

て｢無明｣などといった訳語を充てずに,aVidy豆と如誠naというように原語をそのまま用

い,m豆y豆,aVidy豆,aj翫naそれぞれの固有のはたらきなどに注目したい.

7Hacker[1952],P.279.

8Ibid･,PP･279-280･

9Ibid･,PP･286-287･

10ppvp･204:trividharpsattvamparamarthasattva叩brahmapabarthakriy豆S豆marthyasattvar?

m豆yop豆dhikam豆k豆畠adeh avidyop豆dhikasattvarp r?jat豆deriti…〟

PPVのこの箇所はSDSに引用され,実在に三段階を認める説の根拠とされている.(｡f.

SDS,P.446.)

llvps,P･36･20-23:eVamtarhitrividharpsattvamastubrahmanahp豆ramarthikapsattvam

ak豆娼dermayop豆dhikapvy豆(Va)harikarpsattvarpiuktirqjataderavidyop豆dhika叩pratibhasikarp

SattVam/tatr豆paramarthikasattvayordvayormithy豆tvamaviruddham/0内は筆者補.

以上は,貝殻を銀であると見誤る場合に,以前に実在していると経験された銀が虚妄であ

るというのは矛盾ではないかという反論に対するWSの応答である.

12このように実在に三層を認める説は,輌∫i`助には見られず,PPVなどに至って確認

され,その他乃ttv呼TtldWa(=叩Citsukha,1220頃),Vbdantq,aribha?∂(Dharm叫ja,17c.

頃)などに見られるという･(Hacker[1952],p.286,注記17.)またこれら以外にも,

β励βγルビん〟(貞a地温ra?)に同様の説が見られる.(β指針如γルピ毎32-46.)
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13vpsはarthakriyasamarthyaをvyavaharikaと言い換えたり;pr豆timisikaという語を加え

たりとPPVに細介される三層を若干改変して紹介している･VyaVaharikaとpratibh豆Sikaと

いう分類がどこから始まるのかは明かではないが,少なくとも叩にこのような分類法を

見ることができる.(TRp.83.)

14中村[1984]は,シャンカラにおいてp豆ramarthikaに対立するものとして弓悼合いに出

されたm豆y瓦mayaやvasan豆mayaが,後世の不二一元論派におけるpratibh豆Sika-Satyaに相当

するものであるしているが,少なくともPpVやVPSに挙げられる分類とはうまく対応し

ない.

15■pDにおいても同じように三層からなる世界が見られる.m豆y豆と結びついたブラフマン

から虚空を始めとする五元素が生じるとし,これを主宰神による二元世界と述べる･この

主宰神による二元世界に対してavidy克と結びついたブラフマンはさらに二様に世界を創り

出す.これを個我による二元世界という.pDによれば,貝殻において銀を見るのは,個

我による二元においてである.(Kato[2001])

16pRp.20:Cf.Hacker[1950],P･276･

Mah豆devan[1957]によれば,VPSはm豆y豆とavidy瓦とを区別しないというヴイヴァラナ

派の伝統に従っているとするが(Mab姐evan[1957],p.229.),この｢伝統｣とは,おそ

らくPPの記述にもとづくものであろう.

17ppvp･207:atrakecidahuhato,vidy豆mayamitivaktavyamnamay豆mayamitivibhram豆申rp

tattv由五豆nanirakaryatay豆,vidyatmakatv豆tmay豆'vidyayorbhed豆t/tathahisv豆卓rayam

avy豆mohayantikarturicch豆nuvartatenatatha,vidy豆/prasiddha貞cam豆y豆,vidyayorbhedo

laukik豆nam/nahimay豆vinirmitahastya貞varathadav avidy豆iabdarppray噌jataiti〟

18vps,P･37･1-5‥nanutattV如誠nanivarttyatv豆drqjatamavidyamayarpnatumay豆mayam/na

camayaiv豆Vidy豆′lak$apapraSiddhibhyarptayorbhed豆Vagam豆t/鮎rayamavy豆mohayantikartur

icchamanusarantim豆yatadviparit豆tvavidya/lokehim豆yanirmitahastya貞varathadaumay豆畠abda

evaprasiddho n豆Vidy豆孟abdaiti/

19ppv;pp･207-208‥uCyatelak$anabhed豆tlokavyavaharas豆marthy豆dvatayorbhedahkathyate/

na t豆Vallaksanabhedat anirvaCaniyatay豆

tattv豆Vabhasapratibandhaviparyay豆Vabh豆Salak写apaSy豆Vi貞e$at/

VPS,P･37･5-6:uCyate/anirvaCaniyatvesatitattvavabh豆sapratibandhaviparyay豆vabhasayor

hetutvar?1ak亭aIlarP taC CObhayor avi畠i写tam/

以上の反論と応答に類似したやりとりがSDSに見られる.VPSと同様,SDSにおいて反論

者は,m豆y豆とavidy豆とが別のものであるということの根拠として,それ自身の拠り所を

迷わせるか否かを挙げる.またその反論に応答して,血y豆とavidy豆とが同じであるとい

うことの根拠として,言い表され得ないこと,真実の現れの障碍となることなどを挙げて
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いる.ノー(SDS津.447ニ)

20ppvpp.20$-9;VPS,P.37..5-2l.

21ppv;=p.211:taSmallak亭aJlaiky豆dvtddhavyavahare:Caikatv豆dekasminnaplVaStumi

Vik写epaprdhanyena m豆y豆豆CChadanapr豆dh豆nyenavidyetlVyaVaharabhedah./

icch豆dhinatvatadvaiparityena v豆:VyaVaharabhedaitiyuktam血豆y豆mayamiti〟

22vps,p･38･3-6:itismrtaum豆y豆,vidyayormukhatarev年ikatvamirde貞at/lokaprasiddhastv

ekasmi皿m aplVaStuny tlPadhibhcdadupapadyate/vir5p函nakatv豆kareqecchadhinatv豆k豆re叫▲V哀

m豆yetivyavah豆rah/豆varan豆karcpasvatantryak豆repav瓦'vidyetivyavaharah/tasm豆drajatasya

m豆y豆mayatvam upaparnam/

23ppv;p.89‥nanukathaLPmithy豆,j甑namadhy豆SaSyOp瓦danamtasminsatyadhy豆sasyoday豆d

asatic豆nuday豆ditibrhah/

24vps,P.14.26-7:taSyaCadhy豆sasy豆n豆dyanirvaCaniyabh豆Var5p毎丘豆namupad豆nam/tasminsaty

adhy豆soday豆d asatic豆nudayat/

25Thibaut[1994]の訳語`apositiveentity'を参考にした.

26vps,p.21.

27vps,P.23.22-24‥tadevar?bh豆var5pai丘anamanatm豆namanavrtyaivatatravik?epamatrarP

janayatiatm豆narptv豆Vrtya tatrahamidarpmamedar?ity eva叩VyaVaharayogy豆n adhy毎San api

Janayati〟 C£PPV;p.104-108.
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物∂,Avidv∂andAjhanaintheVivarapaSchool

KArO,Takahiro

IntheAdvaita-Vedantaフitis repeatedlyemphasizedthatJ41manis
one andthe samewith

brahman,Whichistheonlyonewithoutasecond,andthatrightknowledgeoftheiridentitybrings

usnnalemancipation･Themostimportantpolntfbrfbllowersofthisschoolishowtoobtainthis

knowledge･Atthesametime,Otherimportantissuesfbrthemarequestionssuchasfromwherethis

multipleworldcouldhavearisen,howitiscompatiblewithonlyonebrahman,andwhyitconceals

thetruebrahmanh-OmuS.

In thePahc呼adikavivar叩a(=PPV)andits summary Vivara岬ramqyaSaqlgraha(=VPS),

whichestablishedtheVivarapaschoolinthelaterAdvaita-Vtdanta,itisstatedthatthismultiplicity

oftheworldisbroughtaboutby′ゆa,aVi4yiiorqj元ana･IntheAdvaita,OPlnionsvaryasto

whetherm卸a,aVi4ya,qihanaetc.,areidenticalornot･ThisisalsothecaseintheⅥvarapaschool･

Thispaperisintendedasanexaminationoftherelationshipbetweenthemultipleworldandthese

conceptsbydiscusslngthequestionofwhetherintheVivarapaschooltheyareidenticalornot･

AsHacker[1952]hasalreadypointedout,SOmefbllowersofthelaterAdvaitaattributetothis

worldacertaindegreeofrealitywhichcanbeclassi丘edintothreeseries･ThePPVandtheVPS

adopttheserieswllichadmitsthreelevelsofrealit)㌧i･e･ParamarEhasa(,Whichcorrespondsto

brahman;WaVaharikasat,Which corresponds to brahman associated with m&a;and

pT-atibhasikasa(,WhichcorTeSpOndstobrahmanwithavi4ya･Inthiscase,m卸aandavi4yaare

regardedastwodiffbrentconditionlnga4iuncts,thefbrmerofwhichfhlselyprq】eCtSthevarious

fbrmsontheonebrahmanandthelatterofwhichmerelyconcealsthetruebrahman･

ontheotherhand,thePPVandtheVPSpresupposetwolevelsofrealityalsoshownbyHacker

【1952],i･e･SaO/a,Whichcorrespondstobrahman,andasao)a,Whichcorrespondstoeverything

otherthanbrahman.Illthiscase,WhatbringsusthediversityoftheasatyawOrldisqihanawitha

positiveentitythatcausesthesuperimposition･

Further,ltisexplainedintheVPSthatqi磁nahastwofunctions･Oneisprq】eCtionandtheother

isconcealment.Thisfactmakesitpossibletosupposethatthesetwofunctionsofqi舶naare

comparabletothoseofm卸∂andavidva･

TheinconsistencyinboththePPVandtheVPS,Wllichadopttwolevels ofrealitywhile

acceptlngthreelevels,1SreSOIvedbytwopolntSOfview･AccordingtotheShrti,thereisno

differencebetweenm卸aandavi4y∂,Whichresultsintwolevelsofreality･Accordingtoourdaily

experiences,殉7aandavi4yaareclearlydi鮎rent,andthisfactresultsinthethreelevels･Thus,at

le｡StinthePPVandtheVPS,m卸a-1ikeqi苑anaandavi4ya-1ikeLdhanacanalsobemeantbythe
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termqihanaandatthesametimethreelevelsofrealitycouldbeimpliedbyit.

Thedi鮎rencein5tandpointastowhethertheyaccepttwoorthreelevelsofrealityiscausedby

the difftrencein standpoint as to whether they accept either that the false world other than

brahmanonlyexistsineachpersonorthattheworldfalselyexistsbeyondeachperson･Whenboth

thePPVandtheVPSreftrtothethreelevelsofrealityorto〝ゆa-1ikeqfhanaandavi4ya-1ike

q/hana,theyimplythedi鍾もrencebetweenthesetwoworlds.
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